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目
的
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
で
は
、
一
九
九
五
～
二
〇
〇
〇
年
度
の
六
年
間
に
わ
た
り
、
基
幹
研
究
「
歴
史
に
お
け
る
戦
争
の
研
究
」
と
題
し
て
、
歴
史
学
・
考
古
学
・
民
俗
学
・
文
化
人
類
学
・
生
物
学
・
人
類
学
と
い
う
幅
広
い
学
問
分
野
の
研
究
者
が
学
際
的
に
「
戦
い
」
を
考
察
し
た
。
の
べ
二
六
名
の
研
究
者
に
よ
る
個
別
研
究
「
近
現
代
の
兵
士
の
実
像
」
は
そ
の
B
班
と
し
て
一
九
九
六
年
度
～
二
〇
〇
〇
年
度
の
五
年
間
、
近
現
代
に
お
け
る
戦
争
の
問
題
を
重
点
的
に
、
「
戦
争
と
民
衆
」
と
い
う
視
点
か
ら
解
き
明
か
す
べ
く
研
究
活
動
を
行
っ
た
。
我
々
が
過
去
の
戦
争
と
ど
の
よ
う
に
向
か
い
合
う
の
か
が
社
会
的
・
国
際
的
に
鋭
く
問
わ
れ
て
い
る
現
在
、
近
代
日
本
と
戦
争
と
の
関
わ
り
を
総
体
と
し
て
、
学
問
的
に
と
ら
え
直
す
こ
と
が
急
務
で
あ
る
と
の
問
題
意
識
に
基
づ
い
て
の
こ
と
で
あ
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
設
定
し
た
の
は
「
兵
士
」
で
あ
る
。
彼
ら
は
ど
の
よ
う
に
訓
練
さ
れ
、
戦
地
で
戦
い
、
死
ん
で
慰
霊
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
時
々
の
彼
ら
や
周
囲
の
人
々
の
意
識
を
問
い
直
す
こ
と
で
、
な
ぜ
か
く
も
多
く
の
人
々
が
近
代
の
戦
争
で
死
ん
で
い
っ
た
の
か
を
解
き
明
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
そ
の
含
意
で
あ
る
。
　
具
体
的
に
は
、
軍
事
郵
便
・
軍
人
墓
地
と
い
う
二
つ
の
問
題
を
取
り
あ
げ
る
こ
と
と
し
た
。
　
ま
ず
軍
事
郵
便
に
つ
い
て
は
、
戦
地
と
銃
後
を
行
き
交
っ
た
便
り
の
文
面
か
ら
、
書
き
手
の
心
情
、
戦
地
の
実
情
を
解
明
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
む
ろ
ん
検
閲
の
問
題
は
あ
る
が
、
な
に
が
「
書
く
こ
と
を
許
さ
れ
た
の
か
」
を
知
る
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
人
々
が
ど
の
よ
う
に
（
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
な
）
型
に
は
め
こ
ま
れ
て
い
っ
た
の
か
を
知
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
具
体
的
に
は
、
岩
手
県
北
上
市
高
橋
家
に
残
さ
れ
た
七
〇
〇
〇
通
以
上
の
軍
事
郵
便
と
『
真
友
』
な
る
「
銃
後
だ
よ
り
」
の
分
析
を
行
っ
た
。
　
軍
人
墓
地
－
兵
士
の
慰
霊
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
大
阪
市
の
真
田
山
陸
軍
墓
地
を
対
象
に
分
析
を
行
っ
た
。
具
体
的
な
成
果
は
本
特
集
号
「
近
現
代
の
兵
士
の
実
像
」
1
、
H
掲
載
の
総
論
お
よ
び
諸
論
考
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
本
研
究
の
過
程
で
は
特
に
、
関
連
す
る
諸
資
料
・
デ
ー
タ
の
集
約
に
意
を
用
い
た
。
現
在
真
田
山
陸
軍
墓
地
に
関
し
て
保
存
活
動
が
活
発
化
し
て
き
て
い
る
（
具
体
的
な
動
向
は
、
森
下
徹
「「
真
田
山
陸
軍
墓
地
と
そ
の
保
存
を
考
え
る
会
」
に
参
加
し
て
」
『
日
本
史
研
究
』
四
七
二
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月
を
参
照
）
な
ど
、
徐
々
に
風
化
・
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
戦
争
に
関
わ
る
記
憶
・
資
料
を
保
存
と
伝
承
し
て
い
く
試
み
が
現
在
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
。
本
特
集
号
が
そ
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
2
　
研
究
組
織
（
終
了
時
　
以
下
敬
称
略
）
　
藤
井
忠
俊
　
駿
河
台
大
学
非
常
勤
講
師
（
研
究
代
表
者
）
赤
澤
史
朗
　
立
命
館
大
学
法
学
部
（
九
七
年
度
よ
り
参
加
）
　
今
井
昭
彦
　
埼
玉
県
立
熊
谷
女
子
高
校
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大
西
比
呂
志
　
横
浜
市
史
編
纂
室
小
田
嶋
恭
二
　
北
上
市
役
所
（
九
八
年
度
ま
で
北
上
市
立
博
物
館
）
鹿
野
政
直
　
学
識
経
験
者
（
九
八
年
度
ま
で
早
稲
田
大
学
文
学
部
）
我
部
政
男
　
山
梨
学
院
大
学
法
学
部
吉
良
芳
恵
　
日
本
女
子
大
学
文
学
部
（
九
八
年
度
ま
で
横
浜
開
港
資
料
館
）
佐
野
賢
治
　
筑
波
大
学
歴
史
・
人
類
学
系
佐
藤
憲
一
　
仙
台
市
立
博
物
館
高
木
博
志
　
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
（
九
八
年
度
ま
で
北
海
道
大
学
文
学
部
）波
平
恵
美
子
　
お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学
部
（
九
九
年
度
よ
り
参
加
）
原
田
敬
一
　
佛
教
大
学
文
学
部
（
九
八
年
度
よ
り
参
加
）
松
本
博
行
　
名
古
屋
市
博
物
館
本
康
宏
史
　
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
（
九
八
年
度
よ
り
参
加
）
宮
嵜
順
子
　
東
京
女
子
医
大
資
料
室
（
九
八
年
度
よ
り
参
加
）
山
辺
昌
彦
　
立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
横
山
篤
夫
　
大
阪
府
立
岸
和
田
高
校
米
田
俊
彦
　
お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学
部
（
九
七
年
度
よ
り
参
加
、
同
年
度
　
ま
で
東
京
女
子
大
学
文
学
部
）
　
高
橋
　
敏
　
本
館
歴
史
研
究
部
　
新
谷
尚
紀
　
本
館
民
俗
研
究
部
　
新
井
勝
紘
　
本
館
歴
史
研
究
部
（
館
内
事
務
担
当
）
　
粟
津
賢
太
　
本
館
C
O
E
非
常
勤
研
究
員
（
九
九
年
度
よ
り
参
加
）
　
関
沢
ま
ゆ
み
　
本
館
民
俗
研
究
部
（
九
八
年
度
よ
り
参
加
）
　
一
ノ
瀬
俊
也
　
本
館
歴
史
研
究
部
（
九
八
年
度
よ
り
参
加
）
研
究
協
力
者
　
宮
本
正
明
（
本
館
リ
サ
ー
チ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
、
早
稲
田
大
学
大
学
院
）
3
　
経
過
一
九
九
六
年
度
　
岩
手
県
北
上
市
、
大
阪
市
の
現
地
調
査
を
行
い
、
軍
人
墓
地
に
つ
い
て
は
大
阪
真
田
山
に
限
ら
ず
全
国
に
同
様
の
墓
地
が
多
数
あ
る
の
で
、
比
較
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
軍
事
郵
便
に
つ
い
て
は
北
上
市
内
の
所
蔵
者
お
よ
び
関
係
者
宅
か
ら
大
量
の
関
連
資
料
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
整
理
分
析
・
解
読
と
い
う
課
題
が
浮
上
し
て
き
た
。
第
一
回
研
究
会
　
一
九
九
六
年
七
月
一
三
・
一
四
日
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
　
　
藤
井
忠
俊
「
動
員
を
め
ぐ
る
軍
隊
と
民
衆
」
　
　
大
西
比
呂
志
「
現
代
史
に
お
け
る
戦
争
ー
地
域
史
研
究
の
現
状
」
　
　
小
田
嶋
恭
二
「
軍
事
郵
便
と
兵
士
」
第
二
回
研
究
会
　
一
九
九
六
年
一
〇
月
一
九
～
二
一
日
　
大
阪
真
田
山
陸
軍
墓
地
　
　
横
山
篤
夫
「
大
阪
靖
国
陸
軍
墓
地
に
つ
い
て
」
　
　
林
耕
二
・
福
林
徹
「
終
戦
時
の
墜
落
米
軍
機
捕
虜
搭
乗
員
処
刑
事
件
に
つ
い
　
　
て
」
　
　
大
阪
靖
国
霊
場
維
持
会
会
員
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
第
三
回
研
究
会
　
一
九
九
七
年
二
月
二
三
・
二
四
日
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
　
　
藤
井
忠
俊
「
戦
争
研
究
の
問
題
点
」
　
　
横
山
篤
夫
「
真
田
山
陸
軍
墓
地
調
査
そ
の
後
」
　
　
同
「
南
河
内
郡
野
田
村
遺
族
会
が
一
九
四
八
年
に
建
て
た
一
六
九
基
の
墓
碑
に
　
　
つ
い
て
」
　
　
新
井
勝
紘
「
軍
事
郵
便
に
つ
い
て
（
歴
博
購
入
資
料
を
中
心
に
）
」
　
　
松
本
博
行
「
名
古
屋
お
よ
び
豊
橋
の
陸
軍
墓
地
に
つ
い
て
」
　
　
佐
藤
憲
一
「
仙
台
陸
軍
墓
地
調
査
報
告
」
第
四
回
研
究
会
　
一
九
九
七
年
三
月
二
三
～
二
五
日
　
岩
手
県
北
上
市
　
　
「
和
我
の
ペ
ン
」
会
員
か
ら
の
七
〇
〇
〇
通
の
軍
事
郵
便
の
整
備
状
況
に
関
す
　
　
る
聞
き
取
り
調
査
6
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高
橋
良
八
家
（
北
上
市
和
賀
町
）
所
蔵
資
料
・
七
〇
〇
〇
通
の
軍
事
郵
便
と
関
連
資
料
の
調
査
平
和
観
音
堂
の
調
査
和
賀
町
遺
族
会
横
川
目
支
部
会
員
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
横
川
目
笠
松
の
忠
魂
碑
と
遺
骨
堂
調
査
北
上
市
相
去
町
の
浅
永
達
家
所
蔵
資
料
調
査
と
聞
き
取
り
一
九
九
七
年
度
　
軍
事
郵
便
に
つ
い
て
は
、
所
蔵
者
宅
ほ
か
の
悉
皆
調
査
を
実
施
し
、
多
く
の
関
係
資
料
を
確
認
で
き
た
。
特
に
、
郷
土
通
信
『
真
友
』
の
全
号
を
新
た
に
発
見
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。
大
阪
陸
軍
墓
地
に
関
し
て
は
、
正
確
な
墓
数
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
平
面
図
に
そ
の
配
置
状
況
を
お
と
す
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
「
埋
葬
人
名
簿
」
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
も
新
た
に
確
認
で
き
た
。
こ
う
し
た
基
礎
的
な
調
査
研
究
を
踏
ま
え
た
上
で
、
次
年
度
以
降
の
研
究
体
制
を
組
織
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
第
五
回
研
究
会
　
一
九
九
七
年
二
月
三
〇
日
、
一
二
月
一
・
二
日
　
岩
手
県
北
上
市　
　
宮
本
正
明
「
雑
誌
『
真
友
』
に
つ
い
て
」
　
　
吉
良
芳
恵
「
長
野
県
佐
久
市
旧
平
賀
村
役
場
文
書
（
兵
事
関
係
資
料
）
に
つ
い
　
　
て
」
　
　
高
橋
良
八
家
収
蔵
庫
・
平
和
観
音
堂
の
悉
皆
調
査
第
六
回
研
究
会
　
一
九
九
八
年
一
月
二
四
～
二
六
日
　
愛
知
県
名
古
屋
市
・
同
南
知
多
郡
知
多
町
・
大
阪
真
田
山
陸
軍
墓
地
　
　
知
多
町
「
中
の
院
」
石
製
軍
人
立
像
（
六
九
基
）
調
査
　
　
名
古
屋
市
千
種
区
平
和
公
園
名
古
屋
陸
軍
墓
地
調
査
　
　
大
阪
真
田
山
陸
軍
墓
地
調
査
（
墓
石
数
確
認
）
　
　
横
山
篤
夫
「
南
河
内
郡
野
田
村
遺
族
会
建
立
の
墓
碑
一
六
九
基
に
つ
い
て
」
原
田
敬
一
「
旧
陸
軍
墓
地
と
陸
海
軍
埋
葬
地
制
度
に
つ
い
て
」
大
阪
真
田
山
陸
軍
墓
地
納
骨
堂
内
の
確
認
調
査
箕
面
忠
魂
碑
違
憲
訴
訟
原
告
団
・
古
川
佳
子
氏
よ
り
の
報
告
藤
井
忠
俊
「
山
口
陸
軍
墓
地
調
査
報
告
」
一
九
九
八
年
度
　
前
年
度
ま
で
の
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
軍
事
郵
便
・
陸
軍
墓
地
の
よ
り
深
い
調
査
分
析
を
試
み
た
。
関
係
者
か
ら
の
聞
き
取
り
、
他
の
陸
軍
墓
地
と
の
比
較
（
国
内
外
を
通
じ
た
）
お
よ
び
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
手
を
着
け
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
慰
霊
の
問
題
に
も
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
議
論
が
な
さ
れ
た
。
第
七
回
研
究
会
　
一
九
九
八
年
六
月
一
三
～
一
五
日
　
岩
手
県
北
上
市
　
　
高
橋
峯
次
郎
関
係
資
料
の
整
理
・
目
録
作
成
　
　
今
井
昭
彦
「
近
代
日
本
に
お
け
る
戦
死
者
祭
祀
の
問
題
」
　
　
松
本
博
行
「
旧
名
古
屋
陸
軍
墓
地
の
管
理
に
つ
い
て
」
　
　
本
康
宏
史
「
「
軍
都
」
に
お
け
る
慰
霊
空
間
」
　
　
関
沢
ま
ゆ
み
「
出
征
兵
士
の
家
族
と
神
社
祭
祀
」
　
　
一
ノ
瀬
俊
也
「
日
中
戦
争
期
以
降
に
お
け
る
地
域
的
軍
事
援
護
の
展
開
と
機
　
　
能
」
第
八
回
研
究
会
　
一
九
九
八
年
九
月
一
二
～
一
四
日
　
静
岡
県
志
太
郡
岡
部
町
常
昌
院
、
大
阪
真
田
山
陸
軍
墓
地
　
　
常
昌
院
日
露
戦
争
兵
士
像
（
二
二
三
体
）
の
調
査
　
　
大
阪
真
田
山
陸
軍
墓
地
の
調
査
・
大
阪
靖
国
霊
場
維
持
会
会
員
か
ら
の
聞
き
取
　
　
り
調
査
　
　
鹿
野
政
直
「
青
木
一
著
三
日
一
信
　
戦
地
か
ら
妻
へ
の
一
六
〇
〇
通
の
葉
　
　
書
』
に
つ
い
て
」
　
　
本
康
宏
史
「
大
江
志
乃
夫
著
『
兵
士
た
ち
の
日
露
戦
争
』
に
つ
い
て
」
　
　
新
井
勝
紘
「
ア
ー
リ
ン
ト
ン
国
立
墓
地
に
つ
い
て
」
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新
井
勝
紘
「
『
農
民
兵
士
の
声
が
聞
こ
え
る
』
に
つ
い
て
」
　
　
宮
本
正
明
「
西
島
昇
著
「
連
作
の
内
　
上
町
台
地
　
　
真
田
山
陸
軍
墓
地
　
男
　
　
た
ち
の
挽
歌
」
に
つ
い
て
」
　
　
一
ノ
瀬
俊
也
「
大
阪
真
田
山
陸
軍
墓
地
「
埋
葬
願
」
「
埋
葬
人
名
簿
」
に
つ
い
　
　
て
」
　
　
一
ノ
瀬
俊
也
「
菊
池
敬
一
『
七
〇
〇
〇
通
の
軍
事
郵
便
』
に
つ
い
て
」
第
八
回
研
究
会
　
一
九
九
八
年
＝
一
月
五
・
六
日
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
早
稲
田
大
学
総
合
セ
ン
タ
ー
　
　
北
上
市
に
て
借
用
し
た
軍
事
郵
便
・
常
昌
院
兵
士
像
の
概
要
報
告
　
　
早
稲
田
大
学
「
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
」
展
見
学
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
参
加
第
九
回
研
究
会
　
一
九
九
九
年
三
月
＝
二
・
一
四
日
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
　
　
「
歴
史
に
お
け
る
戦
争
の
研
究
」
A
班
と
合
同
の
研
究
会
一
九
九
九
年
度
　
こ
れ
ま
で
主
に
文
献
・
墓
石
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
っ
て
き
た
が
、
今
年
度
は
実
際
に
従
軍
し
軍
事
郵
便
を
書
い
た
元
兵
士
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
大
阪
真
田
山
で
の
慰
霊
祭
参
加
遺
族
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
文
献
だ
け
で
は
ど
う
し
て
も
限
界
の
あ
る
、
当
時
の
詳
細
な
状
況
や
人
々
の
心
情
に
つ
い
て
の
知
見
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
第
一
〇
回
研
究
会
　
一
九
九
九
年
七
月
三
～
五
日
　
石
川
県
金
沢
市
　
　
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
旧
師
団
長
官
舎
、
旧
借
行
社
な
ど
の
見
学
　
　
金
沢
市
内
の
野
田
山
陸
軍
墓
地
、
卯
辰
山
招
魂
社
跡
、
東
山
真
成
寺
調
査
、
護
　
　
国
神
社
、
金
沢
城
跡
の
調
査
　
　
横
山
篤
夫
「
真
田
山
陸
軍
墓
地
の
成
立
と
推
移
に
関
し
て
の
試
論
」
　
　
佐
野
賢
治
「
戦
争
に
関
す
る
文
化
項
目
、
戦
争
と
民
俗
、
一
従
軍
画
業
兵
の
従
　
　
軍
画
と
そ
の
背
景
」
　
　
粟
津
賢
太
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
戦
没
記
念
碑
」
第
＝
回
研
究
会
　
一
九
九
九
年
一
〇
月
二
六
～
二
七
日
　
大
阪
真
田
山
靖
国
軍
人
墓
地
　
　
同
墓
地
に
お
け
る
慰
霊
祭
の
映
像
記
録
作
成
・
参
列
遺
族
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
　
　
査
実
施
第
一
二
回
研
究
会
　
二
〇
〇
〇
年
一
月
三
〇
～
三
一
日
　
岩
手
県
北
上
市
　
　
北
上
市
出
身
の
元
兵
士
に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査
第
＝
二
回
研
究
会
　
二
〇
〇
〇
年
二
月
二
六
・
二
七
日
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
　
　
赤
澤
史
朗
「
『
戦
没
農
民
兵
士
の
手
紙
』
を
め
ぐ
る
論
争
」
　
　
横
山
篤
夫
「
真
田
山
陸
軍
墓
地
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
報
告
」
　
　
真
田
山
陸
軍
墓
地
慰
霊
祭
映
像
資
料
の
上
映
二
〇
〇
〇
年
度
　
前
年
度
に
引
き
続
き
、
北
上
市
に
て
従
軍
体
験
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
行
っ
た
。
ま
た
、
成
果
集
約
に
向
け
て
の
議
論
を
行
っ
た
。
第
一
四
回
研
究
会
　
二
〇
〇
〇
年
七
月
一
～
三
日
　
岩
手
県
北
上
市
　
　
北
上
市
博
物
館
、
高
橋
良
一
氏
宅
調
査
お
よ
び
市
内
従
軍
経
験
者
へ
の
聞
き
取
　
　
り
第
一
五
回
研
究
会
　
二
〇
〇
〇
年
八
月
二
六
～
二
七
日
　
大
阪
真
田
山
陸
軍
墓
地
　
　
同
墓
地
改
装
工
事
に
伴
う
現
地
調
査
第
一
六
回
研
究
会
　
二
〇
〇
一
年
三
月
一
七
～
一
九
日
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
　
　
波
平
恵
美
子
「
近
代
の
戦
死
者
の
扱
い
に
つ
い
て
」
　
　
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
特
集
号
刊
行
に
関
す
る
議
論
8
